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19世紀の美と21世紀の科学が融合した、知と芸術の1冊 

分子系統学の最新成果を
ジョン・グールド鳥類図譜で示す

豪華大型本

メインストーリー外の情報も充実している
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生命はそのあまたの力とともに、最初わずかなものあるいはた
だ一個のものに、吹きこまれたとするこの見かた、そして、この
惑星が確固たる重力法則に従って回転するあいだに、かくも単純
な発端からきわめて美しくきわめて驚嘆すべき無限の形態が生
じ、いまも生じつつあるというこの見かたのなかには、壮大なも
のがある。
 チャールズ・ダーウィン（1859）［43］

チャールズ・ダーウィン（Charles Robert Darwin, 1809–1882）は、あ
らゆる生物は1つの共通祖先から進化したと考えた。共通祖先から
枝分かれを繰り返しながら多様な種が進化したという考えである。
彼はこの様子を、樹木が枝を伸ばしながら分岐していく様子になぞ
らえて「生命の樹 Tree of Life」あるいは「系譜の樹 Genealogical 
tree」と呼んだ。その後ドイツのエルンスト・ヘッケルは、同じも
のを「系統樹 Phylogenetic tree」と呼んだ［44］。20世紀における
生物学の発展により、地球上のあらゆる生物が同じ祖先に由来する
と考えられる共通する仕組みをもつことが明らかになり、生物進化
の歴史が1つの共通祖先から派生する系統樹というかたちで表現さ
れることが確信されるようになってきた［320-322］。
ダーウィンは1857年9月26日にトマス・ハックスレー（Thomas 

Henry Huxley, 1825–1895）に宛てた手紙で、「私自身が生きているう
ちに見ることはかなわないと思いますが、いつの日かそれぞれの生
物界について真の系譜の樹が解明される時代が到来することでしょ
う」（“The time will come, I believe, though I shall not live to see it, when we 

shall have very fairly true genealogical trees of each great kingdom of Nature.”）

と書いている［45］。
ウクライナ出身のアメリカの遺伝学者テオドシウス・ドブジャン

スキー（Theodosius Grygorovych Dobzhansky, 1900–1975）がいみじくも
述べているように、「生物学のあらゆる問題は、進化を考えなけれ

第2章　分子系統学と系統樹曼荼羅

ば意味をなさない」［46］。さらに、生物地理学の分野に分子系統学
を導入したジョン・エイビス（John Charles Avise）は、「進化のあら
ゆる問題は、系統樹の視点なしでは意味をなさない」と述べている
［47］。
ダーウィン以降の進化学の主要なテーマは、進化機構の解明と系

統樹の構築の2つになった。系統樹の構築に関しては、当初は形態
の比較が最大の手掛かりであった。ところが、形態が進化する速度
は一定でないため、かたちが似ているからといって必ずしも近縁だ
とは限らない。生きた化石と呼ばれるように地質学的に長い期間ほ
とんどかたちを変えない動物がいる一方で、比較的短期間にさまざ
まなかたちに進化した動物がいる。そのために、形態的な違いが少
ないからといって、必ずしも近縁だとは限らないのである。
この問題を解決するためにドイツの昆虫学者ヴィリー・ヘニッヒ

（Emil Hans Willi Hennig, 1913–1976）が提唱したのが分岐分類学であ
る。共通の祖先をもつために派生的な形質が同じものを共有派生形
質 synapomorphyという。全体的な類似性で類縁関係を推定する
のではなく、できるだけ多くの個々の形質について、似た形質が共
有派生形質であるかどうかを検討し、多くの派生形質を共有する動
物を単系統群 cladeとして順次まとめながら系統樹を構築しようと
いう考えである［48］。
それまでの分類学が恣意的なものになりがちだったのに対して、

ヘニッヒの方法は科学的だということで、分岐分類学が盛んに行わ
れるようになった。ところがこの方法を動物分類に適用しようとす
ると、困った問題が出てくる。共有派生形質と考えられる形質が、
本当に同じ祖先に由来するという保証はないのである。同じような
環境に棲み、同じような生き方をする動物の形態が似てくるという
収斂進化はよくある現象なのだ。形態の比較だけから、似たような
形態が本当の共有派生形質なのか、収斂進化によるものなのかを見
極めるのは難しい。しかも環境に適応する進化の結果として起こる

図2-1． ヘッケルの系統樹。動物、植物、原生生物、細菌も含め地球上の全生物が 1つの共通
祖先（樹の根元に相当）から進化した様子を表現した図［44］。

143


